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「
出
初
め
式
L

に
は
、
年
の
始
め
に

行
う
さ
ま
ざ
ま
な
か
事
始
め
々
の
意
味

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の

に
消
防
出
初
め
式
か
あ
り
ま
す
。

当
町
に
お
け
る
新
春
恒
例
の
大
洗
町

消
防
団
(
谷
間
部
吉
蔵
団
長
・

9
個
分

間
・
団
員
部
名
)
の
出
初
式
も
去
る
1

月
7
日
、
厳
し
い
寒
気
の
中
で
田
口
貝
の

士
気
の
高
揚
と
住
民
に
対
す
る
劫
火
思

想
の
普
及
を
図
る
た
め
、
大
洗
港
魚
市

場
わ
き
で
小
幡
県
議
を
は
じ
め
大
勢
の

来
賓
を
迎
え
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
呂
、
午
前
9
時
却
分
制
服
に
身

を
つ
つ
ん
だ
全
開
員
が
整
然
と
整
列
し

谷
田
部
団
長
の
訓
示
に
次
い
で
の
団
旗

の
入
場
で
式
典
が
初
め
ら
れ
、
人
員
及

び
機
械
器
具
の
報
告
・
通
常
点
検
・
機

械
器
具
の
点
検
・
竹
内
町
長
点
検
講
評
・

表
彰
・
纏
伝
達
式
・
退
職
者
代
表
謝
辞
・

来
貧
祝
辞
・
谷
間
部
団
長
答
辞
等
滞
リ

な
く
進
行
し
、
閉
式
後
分
列
行
進
へ
と

う
つ
り
大
洗
港
湾
内
で
放
水
試
験
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
式
典
の
中
で
竹
内
町
長
よ
り

谷
田
部
団
長
へ
今
年
度
新
調
さ
れ
た
当

町
消
防
団
の
纏
が
手
渡
さ
れ
、
六
分
間

の
匝
貨
に
よ
り
纏
い
振
り
の
実
技
の
披

露
が
あ
り
、
参
列
さ
れ
た
大
勢
の
来
賓
・

団
員
の
皆
さ
ん
よ
り
盛
大
な
拍
手
を
浴

び
て
い
ま
し
た
。

351名。ヲ新成人

は
だ
ち
に
な
る
と
、
大
人
と
し
て
の

責
任
が
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
し
に

の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
一

人
の
人
間
と
し
て
の
判
断
・
行
動
か
、

社
会
的
に
も
法
的
に
も
認
め
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
今
年
、
当
町
で
も

三
五
一
名
(
男
同
名
・
女
別
名
)
の
新
成

人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

町
で
は
こ
れ
ら
の
方
々
を
迎
え
て
、

恒
例
の
成
人
式
を
好
天
に
恵
ま
れ
た
去

る
1
月
日
日
(
成
人
の
日
)
に
、
大
洗

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
!
ル
で
盛
大
に
開

催
し
ま
し
た
。

式
典
は
、
大
貫
地
霞
・
磯
崎
桂
子
さ

ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
る
君
が
代
斉
唱

で
始
ま
り
、
竹
内
町
長
か
ら
成
人
者
の

皆
さ
ん
に
祝
福
と
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、

次
い
で
成
人
者
を
代
表
し
て
磯
浜
地
区

図
山
達
芳
君
に
成
人
証
書
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ゾ
い
て
、
磯
浜
地

区
・
飛
田
福
治
君
か
ら
大
人
へ
の
誓
が

述
べ
ら
れ
-
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
夏
海

地
区
・
大
貫
智
子
さ
ん
の
謝
辞
で
滞
り

な
く
式
典
を
終
り
ま
し
た
。

艶
や
か
な
靖
れ
着
や
ス
!
ツ
で
装
っ

た
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
式
典
終
了
後

セ
ン
タ
ー
前
の
広
場
で
、
思
い
/
¥
に

記
念
撮
影
や
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
で
、
は

な
や
い
だ
気
分
を
盛
り
上
げ
、
三
々
五

々
会
場
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。
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就

収
入
役

沢

立
春
と
は
い
い
な
が
ら
寒
気
な
お
容

易
に
去
り
が
た
き
今
日
こ
の
頃
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十
二
月
、
大
洗
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
収
入
役
選
任
に
つ
い
て
同

意
の
議
決
が
行
な
わ
れ
、
不
尚
、
私
が

再
び
収
入
役
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
四
年
間
、
収
入
役
一
期

寄

LA--d 

.
S必
E
B
a
g

p
れ

γ

一
、
金
五
万
円
也

大
洗
町
大
賞
町
一
一
一
二
番
地
の
一

米

川

昇

作

殿

昭
和
田
年
度
社
会
資
献
表
彰
の
副

賞
金
を
町
に
答
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
弐
万
壱
千
三
十
七
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
六
八
八
一
番
地

大
洗
町
商
工
会
青
年
部

代

表

今

関

忠

之

澱

大
洗
町
商
工
産
業
祭
の
事
業
利
益

厳
し
い
寒
さ
の
中
に
も
梅
の
花
が
、

ち
ら
ほ
ら
ほ
こ
ろ
ぴ
初
め
、
天
地
の
寓

象
が
春
め
き
動
き
始
め
た
よ
、
つ
に
感
じ

ま
す
。さ

て
こ
の
た
び
一
月
一
日
付
を
以
ち

ま
し
て
、
不
肖
私
大
洗
町
助
役
を
再
び

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
責
任
の
重

さ
に
あ
ら
た
め
て
身
の
引
き
締
る
思
い

が
い
た
し
ま
す
。

浅
学
葬
オ
の
身
で
す
が
、
町
民
の
皆

操
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
こ
の
重

い
、
し
か
も
光
栄
あ
る
職
衰
を
会
と
う

す
る
た
め
、
全
身
全
霊
を
傾
注
す
る
決

意
を
こ
こ
に
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

大
洗
町
は
今
町
長
を
先
頭
に
、
行
財

政
の
見
直
し
建
直
し
と
、
ニ

0
0
0年

に
向
つ
て
の
豊
か
な
開
明
る
い
活
力
あ
る

町
造
り
に
、
懸
命
の
努
カ
を
し
て
い
ま

す
が
、
大
洗
町
の
恵
ま
れ
た
可
能
性
を
、

輿

の
在
任
期
間
は
、
み
な
さ
ま
方
の
ご
指

導
と
ご
鞭
捷
に
よ
り
ま
し
て
慈
な
く
職

責
を
果
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か

ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

大
洗
町
は
、
港
湾
務
備
を
中
核
と
す

る
都
市
づ
く
り
に
懸
命
の
努
力
を
注
い

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
新
し

い
大
洗
町
に
生
れ
変
る
た
め
に
、
多
く

の
課
題
を
か
か
え
て
お
り
ま
す
。
前
は

こ
の
課
題
の
解
決
に
、
年
々
新
た
な
き

ぴ
し
さ
を
加
、
え
る
内
外
の
情
勢
下
で
は

あ
り
ま
す
が
、
住
民
福
祉
の
向
上
を

g

指
し
、
英
知
を
出
し
合
っ
て
、
も
ろ
も

ろ
の
施
策
の
展
開
を
講
じ
て
行
か
ね
ば

金
を
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
屋
外
消
火
栓
一
基

地
下
式
内

A
(
却
万
円
相
当
)

東
一
回
小
都
港
区
新
橋
田
i
二一一一

3
0
0
3
1
6

四

翠
ぷ
リ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
聾
礼
会
社

取

締

役

社

長

中

山

紀

殿

大
洗
町
消
防
施
設
と
し
て

一
、
屋
外
消
火
栓
一
基

地
下
式
河

A
(
ω
万
円
相
当

汲
み
尽
く
す
よ
う
に
、
み
ん
な
で
知
恵

を
絞
り
、
み
ん
な
で
情
熱
を
傾
け
、
未

来
を
切
り
ひ
ら
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
患
い
ま
す
。

大
洗
町
も
い
ま
、
最
も
大
切
な
時
期

に
き
て
お
り
、
町
民
一
致
し
て
心
を
合

せ
、
カ
を
合
せ
て
今
こ
そ
歴
史
の
風
雪

に
耐
え
る
一
つ
の
時
代
を
創
出
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

よ
り
よ
い
郷
土
大
洗
町
を
築
き
あ
げ

る
た
め
、
町
長
の
意
を
体
し
て
、
私
も

微
力
な
が
ら
湾
身
の
カ
を
こ
め
て
職
責

を
果
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
今
後
生
〈
ど
、
7
ぞ
よ
ろ
し

く
御
指
導
と
御
鞭
捷
を
賜
り
ま
す
よ
、
つ

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

春
と
は
い
え
未
だ
寒
さ
厳
し
い
お
り

か
ら
、
皆
様
の
御
健
勝
を
心
か
ら
お
析

り
申
し
上
げ
ま
す
。

な
ら
な
い
き
わ
め
て
重
要
な
時
期
に
お

か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
重
要
な
時
期
に
、
収
入
役
の
大

任
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
て
糞
任
の
重
大

き
に
、
身
の
引
き
締
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
を
土
台
に
し

ま
し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
信
頼
と

期
待
に
応
え
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
た
い
と
、
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
み
な
さ
ま
方
の
協
い
ご

支
援
を
泊
に
倍
し
て
賜
わ
り
ま
す
よ
、
つ

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

大
洗
町
磯
浜
町
二
五
六
一

ホ
テ
ル
サ
ン
ル

l
ト
大
洗

代
表
取
締
役
山
口
良
一
殿

大
洗
町
消
訪
施
設
と
し
て

一、
R
J
R
A

M

日

r
i
乱
1

支ぜ

大
洗
町
磯
浜
町
一
一
一
二
四
九

石
拳
嵩

郡

南

光

男

殿

門
松
一
対
を
老
人
憩
の
家
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

大洗町告示第36号

幕開

地方自治法第243条の 3第 l填及ぴ大洗町財政状況の作成及

び公表に関する条例によりわたしたちの町の財政状況(昭和58

年 4月 1日より 9月30日)を次のとおり公表します。

昭和58年12月10日

執行済額…1，347，654千円
(執行率・・'36酋 0%)

昭和田年度一般会計
(性質別〉状況

(単位・千円)

収入j資額… 1，643，856千円
(収入率・・・43.9%)

予算額…3，742，545千円宏内ケ
J

'qB 
大洗町長

IZ 分 9月現計

人 件 資 1，334，610 

物 f牛 費 354，631 

維 持補 修費 22，878 

扶 E力 費 180，833 

補 助費 等 275，612 

普通建設事業費 972，866 

(1) 補 E力 364，266 

(2) 単 独 469，092 

(3) そ の 他 139，508 

災害復i日事業費 l 

公 債 費 369，598 

手責 ムL 金 5，630 

投・出資金 640 

貸 付 金 14，540 

繰 出 金 56，904 

予 イ蒲 費 8，386 

ムE合I、 5十 3，597，129 

(単位.千円)

区 分 現計予算額
繰越事業費等

計 支出済額 執行率繰越鎖

1 .議 メ立合弐、 費 95，694 95，694 45，409 47.5 

2. *t 務 費 672，540 2，460 675，000 309，541 45.9 

3.民 生 費 503，141 503，141 176，821 35.1 

4.衛 生 費 333，958 333，958 136，398 40.8 

5.労 僚j 費 310 310 170 54.8 

6 農林水産業費 154，509 154，509 43，239 28.0 

7.商 工 資 65，161 65，161 45，850 70.4 

8.土 木 費 773，292 6，975 780，267 110，545 14.2 

9. i肖 防 費 155，513 155，513 64，431 41.4 

10.教 育 費 419，049 419，049 125，910 30.0 

11 災害復旧費 1 1 。
12 公 {責 費 369，724 369，724 155，112 42.0 

13 諸 支 出 金 45，851 135，981 181，832 134，228 73.8 

14 予 1i首 費 8，386 8，386 。

歳出合計 3，597，129 145，416 3，742，545 1，347，654 36.0 

出)(歳

日酔日間年度予算執行状況(昭和58年 9月末現在)

(単位:千円)

IZ 分 現計予算額
繰 越 事 業 費 等

言十 収入済額 収入率繰越額充当財源

1 .田I 税 1，702，655 1，702，655 904，255 53.1 

2.地 方 議 与 税 35，000 35，000 8，174 23.4 

3 . 娯税楽交施付ー設金利用 42，000 42，000 14，436 34.4 

4. 交自動付車金取得税 19，600 19，600 6，610 33.7 

5 . 地 方 交 付 税 382，614 382，614 350，927 91.7 

6 交特通別安交全付対金策 4，400 4，400 。
7 分担担金金及び負 86，626 86，626 35，195 40.6 

8.使数料用料及ぴ手 107，744 107，744 54，710 50.8 

9.悶 庫 支 出 金 355，833 355，833 43，109 12.1 

10.県 支 出 金 130，221 130，221 24，159 18.6 

11.財産収入 134，297 145，416 279，713 158，574 56.7 

12.寄 F付 金 221 221 1，202 543.9 

13.繰 入 金 66，802 66，802 。
14.繰 越 金 21，910 21，910 21，910 100.0 

15 諸 ヰ又 入 106，006 106，006 20，595 19.4 

16.町 {責 401，200 401，200 。
歳入会計 3，597，129 145，416 3，742，545 1，643，856 43.9 

①一般金計
(歳入)

④昭和58年度特別会計歳入歳出予算執行状況調(昭和58年 9月末現在)

(単位・千円)

③一般会計地方債暁鐘高

(昭和58年 9月末現在)

②一融会計図T有財産の状現

執 1T 在百

lコスh 計 名 現計予算額 歳 入 首主 出

収入済額 収入率 支 出済額 手 与率

E富民健康保検特別会計 1，118，528 494，728 44.2 390，175! 34.9 

老人保健特別会計 740，110 275，559 37.2 269，964 36.5 

収益約 298，853 149，399 50.0 112，758 37.7 

水道事業会計
資本的

(収入) 62，698 
23，156 36.9 34，756 

(支出)113，197 
30.7 

地方卸売市場 収益的
(収入) 57，548 

23，220 40.3 25，991 
(支出) 53，083 

49.0 

冷凍冷蔵事業会計
資本的 (支出) 4，465 2，209 49.5 

桜道土地区周室長理事業会計 119，900 765 0.6 22，328 18.6 

サイクリングターミナル事業会計 19，816 11，168 56.4 9，772 49.3 

2; 平 委 員 d立bス、 5，212 5，468 105.0 2，028 38.9 

区 分 元金未償還額 構成比

まit 務 イ責J 291，356，148円 10.9% 

保 健 衛 生 債 116，205，871円 4.3% 

土 木 イ糞 1，422，340，585円 53.2% 

公 営 住 宅 債 320，082，256円 12.0% 

1肖 1¥方 イ貢 74，082，000円 2.8% 

厚 生 福 祉 債 32，495，981円 1.2% 

教 育 イ貢 345，682，092円 12.9% 

農林水産業僕 47，778，000円 1.8% 

災害復18事業債 8，506，510円 0.3% 

守寺 伊日 f責 16，023，942円 0.6% 

よ仁入コ 言十 2，674，553，385円 100.0% 

(昭和58if.9月末現在)

信審土地・・・・・・一......・ーー・2，047，233.27m'

1 .行政財産・ー・・・ 51，691.80m'

2.普通財産…… "'479.59m'

2 .基

1 .行政財産.....'405，430. 98m' 

2. 普通財産長一1，641，802.29m'

@建物..................一.52， 171. 39m' 

1 . 有 価 証 券 … E … 3，100千円

母語有価証券・恭金・…・・ 331，950千円

金・…・・ 328，850千円
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お母さんたち

師走の舗で募金を呼び制す

L、らあおお(3)第146号

下
さ
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
こ
れ
を
聞
き

つ
け
、
「
一
年
間
貯
え
た
小
銭
で
す
。
」

と
、
沢
山
の
お
金
の
入
っ
た
袋
を
寄
せ

ら
れ
た
人
が
数
人
も
お
り
、
「
そ
の
善

意
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。
」
と
、

募
金
の
お
母
さ
ん
方
を
感
激
さ
せ
て
い

ま
し
た
。

ロ
月

m
-
U日
の
二
日
聞
の
募
金
活

動
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
お
金
は
総
額
で
、

金
九
万
二
千
九
百
三
十
二
円
と
な
り
ま
し

た
が
、
交
通
安
全
母
の
会
で
は
早
速
、
そ

の
全
額
を
、
交
通
遺
児
の
育
英
資
金
等

の
一
部
に
と
、
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
母
の
会
の
お
母
さ
ん
方
、

お
寒
い
中
を
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

善
意
を
寄
せ
ら
れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

力

氏

石
井
さ
ん
は
昭
和
4
年
、
口
年
、

ロ
年
に
お
け
る
磯
浜
町
議
会
選
挙
に
、

衆
望
を
扱
い
当
選
さ
れ
、
戦
前
戦
後

の
最
も
多
難
な
時
代
に
3
期
(
日
年
)

の
議
会
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
住
民

の
生
活
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
尽
さ

れ
た
ほ
か
、
昭
和
お
年
か
ら
話
年
ま

で
の
8
年
間
、
間
磯
浜
町
、
大
洗
町

の
教
育
委
員
、
教
育
委
員
長
と
し
て

活
躍
き
れ
、
更
に
、
火
災
、
水
害
等

の
災
害
か
ら
直
接
町
民
を
守
る
消
防

自
の
ボ
デ
ィ
ー
に
真
紅
の
十
字
マ
ー

ク
で
お
な
じ
み
の
、
日
赤
か
救
援
車
α

の
3
ム
口
口
討
が
、
こ
の
た
び
当
町
に
配
備

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
災
害
時
に
お
け
る
急
援
物

資
の
輸
送
等
、
救
護
活
動
は
勿
論
の
こ

と
、
通
常
時
に
も
一
般
的
な
赤
十
字
事

業
を
行
な
う
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

昭
和
四
年
度
は
本
県
で
お
台
、
そ
の

う
ち
l
ム
ロ
が
当
町
に
配
備
さ
れ
た
も
の

で
、
去
る
ロ
月
幻
尽
に
日
赤
茨
城
県
支

部
で
引
き
渡
し
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
車
種
は
ニ
ッ
サ
ン
パ
ル
サ

lmM
ラ

イ
ト
バ
ン

M
4
4
ド
ア
回
で
、
こ
れ
に

よ
り
、
機
動
力
も
一
段
と
強
化
さ
れ
、

今
後
大
い
に
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

日
月
1
8
よ
り
茨
城
県
空
き
缶
回
収

に
関
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
条
例
施
行
に
先
立
ち
、
当
町
の
農

業
後
継
者
で
結
成
さ
れ
る
4
H
ク
ラ
ブ

(
米
川
昭
代
表
・
会
員
日
名
)
で
は
空

き
缶
閤
収
の
奉
仕
作
業
を
行
な
い
ま

団
関
係
で
は
、
大
正
5
年
か
ら
昭
和

初
年
ま
で
そ
の
護
費
を
果
さ
れ
、
特

に
、
戦
後
は
消
防
盟
副
団
長
と
し
て
、

今
日
、
県
下
屈
指
を
誇
る
大
洗
町
消

防
団
の
基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
外
、
大
洗
旅
館
組
合
長
、
町
観
光

協
会
常
任
理
事
、
参
与
、
顧
問
、
大

洗
町
本
場
磯
節
保
存
会
会
長
等
各
種

要
職
に
就
か
れ
、
そ
の
問
、
県
知
事
、

厚
生
大
臣
か
ら
の
表
彰
を
受
け
、
昭
の

和
田
年
に
は
紺
綬
褒
章
を
授
与
さ
れ
一

ま

し

た

。

匂

こ
の
た
び
、
永
年
に
一
足
り
池
域
社

会
の
発
展
の
た
め
、
活
動
の
中
核
と

し
て
巾
広
く
賞
敵
さ
れ
た
多
く
の
御

功
績
に
よ
り
、
叙
勲
の
栄
与
を
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。

し
た
。こ

の
作
業
は
日
月
l
ロ
月
ま
で
の
毎

週
日
曜
日
、
会
員
全
員
に
よ
り
溜
沼
川

周
辺
と
大
洗
海
岸
駐
率
場
附
近
を
、
早

朝
6
時
1
9
時
ま
で
行
い
ま
し
た
。

そ
の
量
は
1
田
に
2
t
事
1
ム
口
分
も

あ
り
い
か
に
空
き
缶
の
投
げ
捨
て
が
多

い
か
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

み
ん
な
の
き
れ
い
な
心
で
、
美
し
い

大
洗
の
自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

一

寸

i
i
1
1
1
1
-
-」
ー
血
等
で
す
か
ら
、
尿
の
検
査
は
他
に
一

一

一

鍵

藤

櫨

議

室

一

⑮

異

常

が

な

く

と

も

、

一

ヶ

月

に

一

回

一

位
は
検
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一

7

-

3

ト

ノ

、

}

検

査

の

ご

i
一
一
一
日
前
か
ら
、
赤
色
一

尿
模
診
か
ら

i
r一会?、一
K
コ
i
ル
一

等
は
ひ
か
、
え
て
尿
を
と
る
こ
と
で
す
。
一

最
近
検
診
に
て
、
尿
蛋
白
は
な
い
と
に
か
く
潜
血
が
出
た
と
一
昔
前
わ
れ
た
↑

一
が
尿
潜
血
が
出
る
か
ら
と
一
言
わ
れ
た
ら
根
気
よ
く
、
月
に
一
回
位
で
す
一

一
一
が
ど
7
し
た
ら
よ
い
か
と
一
言
一
口
つ
相
か
ら
、
く
り
返
し
検
査
を
し
て
貰
う
一

一

談

が

多

く

な

り

ま

し

た

。

以

外

方

法

は

な

い

様

で

す

。

一

血
尿
@
で
尿
蛋
白

θ
の

場

合

で

す

(

大

洗

医

師

会

・

提

供

)

一

一

が

、

矢

張

り

全

身

病

の

一

部

分

症

状

一

一

一

と

し

て

来

る

場

合

も

あ

り

ま

ず

か

ら

、

〔

舟

~

}

海

l

ノ

、

、

明

、

-

守

一
血
液
の
検
士
且
も
必
要
で
す
。

p
h勾
叫
1
1
1才
一

一
又
胆
嚢
炎
虫
垂
炎
等
の
腹
部
疾

2
〉
え
〆

i'↑b
J
一

一
患
で
も
血
一
尿
の
出
る
時
が
あ
り
ま
す
茶
勾
》

C
バ
F

J
志

一

一
の
で
そ
の
検
査
も
必
要
で
す
0

.

/

呉
川
恒
~
，

L
K
l
-
5
T

一

一
一
番
多
い
の
は
腎
臓
、
尿
路
系
の
戸
戸

Q
R
F
K

一
病
気
、
例
え
ば
麗
蕩
、
突
発
性
腎
出

税
金』九

つ明 i薬開 l
く る '(V竺ノ
る L、-
もみ
とら

を
入

大
洗
町
立
第
一
，
中
学
校

2
年

鈴

木

賢

治

磯

事支 JII 

選

標

五一一

寒
さ
も
一
段
と
増
し
た
年
の
瀬
の
お

臼
、
背
番
れ
市
で
賑
わ
う
師
走
の
街
で
、

今
年
も
、
町
交
通
安
全
母
の
会
(
石
井

き
み
会
長
)
役
累
加
名
の
皆
さ
ん
が
、

愛
の
募
金
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
あ
の
悲
惨
な
交
通
事
故
に

よ
り
、
不
幸
に
し
て
交
通
遺
児
と
な
っ

た
皆
さ
ん
を
少
し
で
も
励
ま
し
、
お
慰

め
で
き
た
ら
と
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
や

さ
し
く
暖
か
い
愛
情
が
結
実
し
募
金
運

動
と
な
っ
た
も
の
で
、
町
内
8
ヶ
所
の

辻
々
で
、
寒
さ
に
ふ
る
え
な
が
ら
街
行

く
人
々
に
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し

「
交
通
遺
児
の
皆
さ
ん
に
愛
の
手
を

/
」
、
声
を
か
ら
し
て
の
呼
び
か
け
に
、

資
物
帰
り
の
主
婦
や
子
供
さ
ん
を
は
じ

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
心
よ
く
応
じ
て

…
勲
選
~
故
石
井

辰
也
誠
勲
ム
ハ

一
ユ
ケ

一

r
み
が
校
¥
弘
ノ
縛
噂

一

去

る

叩

月

3
B
、
天
寿
を
全
う
さ

一
れ
た
一
万
磯
浜
町
議
会
議
員
石
井
カ
剛

一
さ
ん
は
生
前
の
御
功
績
に
よ
り
、
同

一
日
付
け
で
勲
六
等
に
叙
せ
ら
れ
瑞
宝

γ一
一
一
一
一
は
き
れ
ま
し
た
。

税
金
を
知
ろ
う

わ
か
ろ
う

納
め
よ
う

大
洗
町
立
南
中
学
校

2
年

黒

沢

洋

、
庄
司
一
問
先
生

究
論
文

こ
の
た
び
茨
城
県
教
育
委
員
会
、
茨

城
県
教
育
公
務
員
弘
済
会
の
共
催
に
よ

る
「
第
七
回
教
育
に
関
す
る
研
究
」
に

応
募
さ
れ
た
、
磯
浜
小
学
校
川
上
隆
先

生
(
二
五
歳
)
の
研
究
論
文
が
多
数
の

応
募
論
文
の
中
か
ら
見
事
優
良
質
に
選

ば
れ
、
去
る
十
二
月
十
九
日
竹
内
町
長

か
ら
入
賞
を
祝
し
て
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

川
上
先
生
の
研
究
内
容
は
「
ひ
と
り

ひ
と
り
の
個
性
に
応
じ
た
算
数
指
導
法

.
・
・
・
学
力
向
上
を
目
指
す
学
級
集
団
づ

川 上 先 生

く
り
か
ら
の
出
発
・
:
:
じ
で
あ
り
、
子

供
と
一
体
と
な
っ
た
実
践
か
ら
生
れ
た

研
究
内
容
は
高
く
評
備
さ
れ
て
お
り
ま

す。
ま
た
、
日
本
標
準
教
育
研
究
所
、
主
催

(
東
京
)
に
よ
る
「
第
七
四
日
本
標
準

教
育
賞
」
に
応
募
さ
れ
た
、
磯
浜
小
学

校
庄
司
元
次
郎
先
生
(
二
八
歳
)
の
研

究
論
文
が
教
師
の
部
個
人
研
究
に
お
い

て
「
佳
作
」
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
研

究
内
容
は
「
算
数
を
楽
し
み
作
り
だ
す

指
導
方
法
の
研
究
:
・
四
年
生
、
六
年
生

指
導
を
と
お
し
て
:
・
」
で
、
実
に
総
応

募
点
数
六
万
五
千
点
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
も
の
で
す
。

問
先
生
は
岡
町
第
六
回
教
育
に
関
す
る

研
究
で
優
良
質
に
輝
き
今
回
で
二
度
目

の
受
賞
で
あ
り
ま
す
。

圏
民
年
_，(、

月号京

空挺
ヲ険
話料
蕗は
さ
れ
ま
す
ノノ

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得
税
の
申
告
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
沼
市
民

税
の
申
告
を
す
る
と
き
は
、
「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
が
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
配
偶
者
や
家

族
の
分
の
保
険
料
を
あ
な
た
が
支
払
っ
た
場
合
に
も
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
か

ら
十
二
月
ま
で
に
支
払
っ
た
由
民
年
金
の
保
険
料
が
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
告
を
さ
れ
る
と
き
は
、
領
収
書
等
を
提
示
し
て
所
得
か
ら
控
除
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
住
所
@
支
払
機
関
を

変
え
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
届
出
を
グ

老
齢
・
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
住
所
ま
た
は
年
金
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
銀
行
・
郵
便
局
な
ど
を
変
え
た
い
と
き
は
、
「
住
所
・
支
払
機
関

の
変
更
届
」
を
社
会
保
険
庁
年
金
保
険
部
業
務
第
二
課
(
一
γ
瑚
東
京
都
杉
並
区

高
井
戸
西
三
五
二
回
)
あ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
出

し
忘
れ
た
り
、
遅
れ
た
り
し
ま
す
と
年
金
振
込
・
支
払
通
知
書
が
あ
な
た
の
旧

住
所
地
へ
送
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
年
金
の
受
け
取
り
が
遅
れ
た
り
し
て
、

あ
な
た
に
と
っ
て
大
変
不
利
に
な
り
ま

す。
な
お
、
変
更
岡
崎
の
用
紙
は
、
役
場
年

金
係
に
あ
り
ま
す
の
で
、
住
所
ま
た
は

支
払
機
関
な
ど
を
変
更
し
た
い
と
き

は
、
で
き
る
だ
け
阜
く
変
更
の
手
続
き

を
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

圏

の寄
金
保
護
セ
ン
タ

ニノ
1) 

ズ

⑫ 

⑧
あ
し

奥
羽
本
線
東
能
代
駅
で
乗
り
か
え
、
五
能
線
能
代
駅
下
車
、
秋
北
パ
ス
能
代

温
泉
行
で
二

O
分。

⑬
ひ
と
口
カ
イ
ド

昭
和
四
十
年
に
湧
出
し
た
滋
泉
を
利
用
し
て
建
設
さ
れ
た
「
の
し
ろ
」
は
北

の
八
森
・
岩
館
沼
市
立
自
然
公
麹
や
南
の
男
鹿
半
島
へ
の
レ
ジ
ャ
ー
基
地
。
セ
ン

タ
ー
の
裏
は
日
本
海
か
ら
吹
き
ょ
せ
る
冬
の
季
節
風
を
訪
ぐ
防
風
林
で
、
そ
の

先
は
能
代
の
海
水
浴
場
。
夏
は
水
着
の
ま
ま
歩
い
て
ゆ
け
る
。
能
代
市
は
秋
田

杉
の
本
場
。
郷
土
玩
具
の
「
お
杉
わ
ら
べ
」
の
ほ
か
、
能
代
凧
、
春
慶
塗
な
ど

の
古
い
工
芸
も
よ
く
残
っ
て
い
る
。

機
宿
泊
利
用
料
(
一
泊
二
食
付
)

被
保
険
者
等
・
:
:
一
二
、
七

O
O円

一
般
:
:
:
回
、
一

O
O円

小
・
中
学
生
:
:
:
一
二
、
四
O
O円

@
予
約
申
込
み
・
問
合
せ

「
の
し
ろ
」
へ
直
接

詰
珪
恥
代
市
更
甲
信
亀
谷
地
一
一
一

一γ
凶

器

0
1
8
5
5
i
4
1
2
1
2
1 あ

(
秋
田
県
能
代
市
)



「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お
正
月

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
」
と
、
毎
年
実
施

し
て
お
り
ま
す
歳
求
た
す
け
あ
い
運
動

は
町
民
の
皆
様
や
各
種
団
体
の
皆
様
方

の
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

大
き
な
実
績
を
残
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
も
総
額
二
、
一

O
二
、
五
六
一
円
の

多
額
の
義
指
金
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
、
自
発
的
に
行
な
わ
れ
た

前
立
各
小
学
校
児
支
会
や
町
立
各
中
学

校
生
徒
会
の
一
円
玉
募
金
活
動
の
愛
の

成
果
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
〆

こ
れ
ら
尊
い
義
指
金
は
早
速
、
町
内

の
生
活
困
窮
世
帯
、
母
子
世
帯
、
老
人

困
窮
世
帯
、
在
宅
身
心
障
害
児
者
、
老

人
ホ

l
ム
入
所
者
、
児
童
養
護
施
設
入

所
者
に
民
生
児
童
委
員
を
通
じ
て
、
配

分
い
た
し
ま
し
た
。

配
分
を
受
け
ら
れ
た
人
々
は
義
指
金

を
よ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
方
の
善
意

に
大
変
深
く
感
謝
を
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
こ
と
が
民
生
児
童
委
員
か
ら
報
告
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
運
動
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
皆
措
方
に
は
別
途
結
果

報
告
書
に
よ
り
配
分
完
了
の
ご
報
告
を

申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
尚
い
っ
そ
う
ご
協
カ
下
ざ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
寄
付
者
名
簿
(
別
表
)
を
掲
載

い
た
し
ま
す
。

第146号 (4)

老
人
健
康
診
査

昭

和

問

年

疫

~

(

催

告

)

通

知

書

結
核
レ
v
h
U
ソ
ン
検
品

(58.12月現在)

動

※( )内は累計を示す。

“毎月守臼は夏通安全の巴"あな定ガ築く突通安全"

数

ム 4(ム13)

)
 

ハ
リ

ム 3(ム21)

畿会費 i等級 災

1年間大人/600円 しム斗?E"e乙
中学生以 下/300円 ト÷時笠器製野望書芸i 台療実自数 51El以上の傷害
傘共済期間 f4γ活家高石21百五玉石務審

毎年4月1臼 か ら 翌年3月31EI I 5 1治療実司数 91El以上回
住途中加入の場合は申し込みの翌Eから3丹31日まで) 1 6 1治療実日数日司以上回

運動万一の持、お支払い見舞金は一一一 LU一生笈茎豆生 41旦良企史箆皇室

死 亡/100万円 !~ I :~警警空~ 2:~ デキヒ空空
議議傷害/30方向 i 台量五五五 i員二エー孟量
身鶴見舞金/50万円 j身罪事 i身 体 様 答者・ i級 2級該当

@お串し込み、お潤い合せは居住地の役場へ

大洗町役場総務課・交通係電話 7-5111(内線26)

曜審会加入者の共済期間が3i'l31日で終了しまれ継続加入の手続きはお竿自lこ。

i成

(
 

ハU

老
人
保
健
法
及
ぴ
結
核
予
紡
法
に
よ

り
、
健
康
診
断
を
去
る
9
丹
、
ロ
月
の

2
回
実
施
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
受
け
て

い
な
い
方
が
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
必
ら
ず
お
受
け
下
さ
い
凶

結
核
、
肺
グ
ン
、
心
臓
病
等
の
早
期

発
見
が
出
来
ま
す
。

老
人
健
康
診
査
は
伺
歳
か
ら

ω歳
迄

の
方
を
対
象
に
身
長
・
体
重
計
測
、
血

圧
測
定
、
尿
検
査
(
蛋
白
・
構
・
潜
血
)

等
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
検
診
済
の
方
に
通
知

が
あ
っ
た
場
合
は
、
当
方
の
手
違
い
で

あ
り
ま
す
の
で
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

2雪査02曹5錨査開

増

大洗町における交通事故の発生状況

前年同期

10 ( 97) 

6) 

13 (135) 

o ( 

6 ( 84) 

6) 

10 (114) 

年

〔
レ
ン
ト
ゲ
ン
自
程
表
〕

o ( 

2
R
6
B
(月
)

2
月
7
日
(
火
)

(
注
)
身
長
・
体
重
計
測

血
圧
測
定

尿
検
査

(
蛋
白
・
糖
・
潜
血
)

を
し
ま
す
。

@
実
施
要
項

該
当
者
は
、
町
内
に
居
住
し
、
昭
和
白
年

4
月
以
降
胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受

け
て
い
な
い
満
日
歳
以
上
の
者
(
但
し
、

学
校
に
在
学
中
の
者
及
び
職
場
で
定
期
的

に
毎
年
実
施
し
て
い
る
者
、
結
核
患
者
、

妊
娠
中
の
者
は
除
く
)
で
す
。

本

大
洗
町

保
縫
セ
ン
タ

i

午前百時30分

-11時30分

午後 1時30分

-3a寺00分

発生件数

数

負傷者数

者

金 額 匝7名 苦子 イす 者 金額 町名 寄 イす 者 金額 匝I名 寄 イ寸 者

20，950 大洗〈らしの会代表石井きみ 1，918 東光台
水島香 20，428 町立大洗第一中学校生徒会10グ)7 

10，000 渦潮会代表古川幸次郎外17名 50，000 大洗ロータワークラブ代表高崎誠寿 10，000 大洗常澄ガス協同組合代表雨沢久夫

20，000 ヒ5イガ区? 佐久間辰男 10，000 大洗薬業会代表関昭一郎 11，130 町立大洗南中学校

20，000 大洗菓子工業組合代表井川守 10，000 東町商1吉会代表本多保雄 15，360 動燃青年婦人部

10，000 明正会関根平安 5，000 一友会代表本多保雄 10，000 γ官 吉本清輝

10，000 岩城印刷所代表岩城太一 10，000 坂本文具底 5，676 町立祝町小学校児童会

10，000 岩喜製品附禍 10，000 二・一隆会代表坂本信 50，000 大洗飲食底組合代表大内勝吉

5，000 高年者クラブ松寿会 3，500 大洗町母子福祉代会表つ赤く塚しの悦会子 20，000 大賞 恵泉保育関長霊童実古事校

70，000 大洗親交クラブ 80，000 西光院大部巡回議 5，000 恵泉保育園職員一同

10，000 
新田丁

茂 木 清 文 3，464 
司耳守唄田丁

小松崎勝次 10，000 港:泉保育爾母の会5グコ 1 11グヲ 2
10，000 東光台 i青野寿子 20，000 海野繁夫 10，000 大賞恵泉教会

10，000 
同月宇申匝了

飯田言葉 20，000 大洗ライオネ代ス表ク関ラブ 979 町立大洗第一中学校生徒会11グコ 1 野まさい
30，000 角ー 殺交納税貯蓄組合代表小野瀬一士 72，000 大洗米穀商組合代表楊勝畠 10，000 ひじり保育歯父母の会

10，000 司1耳干申匝区7 吉)11賢一郎 795 匿名 10，000 ひじり保育園職員一同

10，000 大 扇 会 10，000 茨交大洗ホテル 70，000 大洗町福繍続組合代表小沼吉夫

10，000 北清水 l区町内会代表関根忠文 10，000 
明神町

石山修 9，697 町立大賞小学校2 区
36，000 大洗町民生委員協議会代表小沼吉夫 10，000 

大洗町選挙管ン代理協表委向組小員合会沼
18，545 

明神町
マミーさかげん3<7)下

20，000 大洗丸鮮身組合代茨木村義一 10，000 
大洗町製ノマ

74，373 日本原子力研究所大洗研究所太一豊百
10，000 大 洗 町 体控室主害代者表福祉和協問敏会雄 10，000 大洗わんさ会代表 83崎誠 3，000 東光台 )11{長j青
10，000 1ヒ0イグ庁コV 2 原回事奇 20，000 滝口保育濁長滝口立子 5，000 東光台 )11俣i青徳

1，802 匿名希望 20，000 滝口保育麗父母の会 6，847 大洗水族館

20，000 大洗たばこ小代売表人荻組合沼政 10，000 大洗町学校薬剤師会代表祷昭一郎 10，000 新町 明石ウタ太郎

3，000 神山寿会代表井上幸夫 10，000 一五会代表槍山芳和 24，351 明石保育関々児職員一同

41，700 明寿会代表高橋兼吉外83名 5，000 金2 沢区 みとや洋品ii5 84，900 大洗ゴルフ倶楽部

10，000 
司耳宇$1lJJ

高橋兼吉 20，000 水lllJ 倍)'7ルアイ洋品底代表檎山栄次郎 40，000 町立磯浜小学校児童会8グコ 1
20，000 与tr.ヱ門商底代表関藤四郎 10，000 大芽圭最洗E壬シテョ y ピイtン若ミグ宇セ宙iン11労タ右一主た直周呂 100，000 大洗遊技場組合代表本田幸敬

10，000 
新田丁

関つる 85，470 動工学力炉セ核ン燃タ料ー磯開発良事一業回団大洗 100，000 大洗土木協会代会員16黒社沢7グ)2 表 久蔵
929 寺釜 大野貴弘 40，605 動燃大洗工学センタ青年婦人部分会 4，407 町立夏海小学校

30，000 大洗町議青少年センタ 相談員
10，000 議友会代表小沼昇 24，500 常陽銀行大洗支l吉行員一周連絡協会

50，000 大洗ライオンズクラブ代表笹目直人 100，000 永 田7 (合資)大進代表肥田三男四 10，014 町立第一保育所

32，019 磯浜婦人会代表平戸美津江 10，000 B巴回ミ三男四 8，652 大貴婦人会代表堀野満穏

30，000 (朝関安運送代表向安政次 10，000 永町 高崎誠寿 4，482 サンタクシー

5，000 オ4ミ 田区T 前島友三 10，000 寺 3量 ひかりカメラI苫中山光明

5，000 常陽銀行大洗支j苫 6，068 夏海婦人会代表尽ロその江 合計 10M牛 2，102，561円

死

錨
閉
山
ウ
/
問
削

大
洗
司
民
オ
リ
エ
ン
テ

i

リ
ン
グ
大
会
〈
お
知
ら
せ
〉

!

、

臼

持

昭

和

問

年
2
月
刊
日
同

雨
天
の
場
合
は

2
月

初

日

制

延

期

の
場
合
は
広
報
無
線
で
お
知
ら
せ

2
、
集
合
場
所
及
び
コ

i
ス

大
洗
町
立
大
葉
小
学
校
校
庭

大
貫
小
学
校
ス
タ
ー
ト
!
大
貫
・
神

山
地
区
l
大
賞
小
学
校
ゴ
ー
ル

3
、
受
付
待
問

午
前
8
時

ω分
1
9昨
吋
初
分

4
、
参
加
対
象
(
ク
ラ
ス
)

ー
ク
ラ
ス

2
人

1
5
人
で
編
成
す
る

掛
酷

席
配スコ

テー，?f働く女性といきがい」

決勝大会に向けて自慢ののどを発表し磯節臼本
ーを決める予選会

英語意l発表会

1都 6県より来町する大会関係者へ郷土民話の
磯節を披露する

テー，?fあなたは、しつけに自信がありますかJ

電子レンジによるいろいろな料理方法を学ぶ

L、

子供を対象にパレエ講習及び実技を行なう

一般対象にダンス講習及ぴ実技を行なう

運転免許所有者で更新のための講習会

容

ら

大洗荒磯太鼓保存会による発表会

大洗町青色申告会が説明会を催す

昭和田年産歳末たすけ あい 運動 寄付 者名 簿

内

あ

日用雑貨品展示販売会

著草

霊斐

お

マンガ大会

{雀

お

4 -5 km 

4 -5 km 

km 

km 

4-5km 

km 

/レ

リハーサル烹

J¥..-

lレ

大 会 議 室

大 会 議 室

lレ

リハサル室

Jl〆

大会議室

大会議室

大会議室

大会議案

月
/ 
日

主主※〆 6 5 
管催士切君主大、山弁

主 話 洗 申 野 当 持

説話 6223手ちい学生四lノ附年-6年生の吋成きれた男子列レープ

才町工 15I育ぴ〈干物|小学生女子組[小学 l年-6年生の聞で構成された女子グループ
1教 吉 日 2委関に l
.I.育学術 4員いふ 1レ
手 委 校 l会合きべ

i員二 l社 わ わ ン

1)会 i工 会せしマヤ

;:;. ::c: 教先い話4
2Z 育 服 ぺ
"7 e' 係 装 雨
ア 勺 具

中学生男子組 i中学 l年-3年生の間てF構成された男子グループ

中学生女子組|中学1年-3年生の問で構成された女子グループ

際催場所

受
付
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時
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応
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お
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1
昨
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時
鈎
分
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時
日
分

2
時
吋
江
川
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9
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吋
∞
分

日
時
開
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1
時
日
分
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時
日
分

1
時
日
分

2
時
お
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1
時
日
分

2
時
日
分
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時
∞
分

日
時
泊
分

1
時
日
分

2
時
日
分

l
時
日
分

2
時
日
分

I
待
日
分

2
時
日
分

生
後
2
ヵ
月

l
3
ヵ
月
の
者

生
後
7
ヵ
月

1
8
ヵ
月
の
者

障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練
を
必
要
と

す
る
者
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機

能
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復

訓

練

ヨ邑

所得税務定申告取りまとめ指導会

と 子 の ? ン ガ 大 会

ジ 料 理 教 室

大 洗 荒 磯 太 鼓 発 表 会

第 5泊磯節全国大会予選会
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運 転 免 許 証 更 新 特 講 習 会

日 用 雑 貨 品 展 示 販 売 会
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人
病
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成
人
病
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リ
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習

名

大洗文化セン

教
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出
陣
答
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機
能
回
復
訓
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を
必
要
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す
る
者
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後
一
歳
六
ヵ
月
l
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歳
六
ヵ
月
健
診

満
一
歳
六
ヵ
月
児
誕
生
日
に
透
し
た
者

クラス名
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未
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の
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麻子
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親

社
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家

障
答
者
で
機
能
回
復
訓
練
を
必
要
と

す
る
者
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18: 00-
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18: 00-
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機

能

回

復

訓

練
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13 : 30-
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生
後

3
力
月

1
4
歳
未
満
の
者

2月28日(:k)

2J寺2，9，
18:礼25日伎)

2月24日働

2月26日(日)

2月17臥
1日土)，19El(日)

2月19臼{日)

2月11日仕j

2月11臼(士)

2月12日(日)

2Jヲ15日やぬ

2月2日嗣

2月 4日(士)
2月 5El(日)

2J'l7日(刈
2月28日(刈

生
後

2
ヵ
月

1
3
ヵ
月
の
者

生
後

7
力
月

1
8
ヵ
月
の
者

日
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ツ
ベ
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反
応
検
査
が
陰
性
の
者

開


